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1 は じ め に

ソバ及びその他の雑穀類は東北地方の地域特産物であり,

近年は栄養豊富な健康食品としての認識が定着してきてい

る。我々はツパやヒエには,特徴的なフェノール性物質が

含まれていることを明らかにしている「
のが,これらの品

種間,他の雑穀間のポリフェノール組成,抗変異原性の差

異は明らかにされていない。本研究では,作物間及び遺伝

資源・市販品間のポリフェノール含量・組成,及び抗酸化

能の差異を明らかにするとともに,抗変異原性との関連を

調査した。

2試 験 方 法

(D 材料

材料として,遺伝資源及び市販品を含むツパ 7点 , ヒエ

12点,ハ トムギ 5点,ア ワ3点,キ ビ2点 ,アマランス 1

点を用いた。

(21 試料液の調製とポリフェノール量,抗酸化活性測定

種子粉砕物をメタノールで還流加熱抽出,濃縮,調製 し

た試料液をポリフェノール含量 。組成の検定,DPPH
(1,1‐diphenyl-2 picrylhydrazyl)ラ ジカル消去活性 ,

AMVN(2,2'_Azobis(2,4 dimethylvaleronitrilo))

を反応開始剤とした過酸イu旨質の生成抑制活性の測定に用

いた。また,ソ バ及びヒエ種実抽出物中の抗酸化物質の定

量はHPLCで行った。
(31 抗変異原性の検定 (umuテスト)
メタノール抽出物50μ ′は溶媒留去後,10%DMSO溶
液で希釈し,抗変異原性検定用試料液とした。 umuテ ス
トはウムラック (日 本抗体研究所)を使用して行った。す
なわち,菌株として S,r,pんじれιrj“れ TA1535/pSK
1002,直接変異源として AF‐2(フ リルフラマイド),間接

変異源として2AA(2ア ミノアントラセン)(+S9‐Mi→
を使用し,抽出物を加え培養後 ,β‐ガラクトシダーゼ活

性により抗変異原性を評価した。

3 試験結果及び考察

(D ソパ及び雑穀抽出物のポリフェノール含量の変異
ソバ及び雑穀可食部抽出物の,ポ リフェノール含量の変

異を図 1に示す。作物間では,ツパの実のポリフェノール

量が最も高く,次いで健康茶等で利用されるハトムギの殻,
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図 1 ソバ及び雑穀類抽出物のポリフェノール含量の変異

その他作物のポリフェノール量は,概ね数十mg/100gで

あった。また可食部ではないが,ツ パ殻のポリフェノール

含量は平均して100011gを越し,きわめて高含量であった。

ソパの実の抗酸化物質含量の変異について調査したとこ

ろ,ルチン,カ テキン量共に変異が認められたが,ルチン

量が増加すると,カ テキン量は減少する傾向力認 められた。

ヒエでは,多 くの品種で トリシンの割合が高く,市販品

(自干,蒸,黒蒸,市販)の抗酸化物質含量が遺伝資源と
比較して低かった。し工を含め穀類の場合は精自の過程で,

穀粒の外層部が削り取られることにより,抗酸化物質量が

減少した可能性が高いと考えられるが,市販品の品種特性

による可能性もあるため,今後この点については,検討が

必要である。

12)ソ バ及び雑穀抽出物のラジカル消去活性の変異

ソパ及び雑穀抽出物の DPPHラ ジカル消去活性 (図 2)
は,他の試料液の 1/10濃度のソバ殻抽出物がソパの実抽

出物と同程度の高い活性を示し,抗酸化物質含量の低いヒ

エ市販品は活性が低かった。

過酸化l旨質抑制活性 (図 3)は ソパの実及びソバ殻抽出
物が高い活性を示し,次いでハ トムギの実・ 殻の活性が高

かった。

(31 ツパ及び雑穀抽出物の抗変異原性

直接変異源であるAF2を使用した場合の抗変異原性の

検定結果を図 4に示す。ツパ及び雑穀抽出物には変異を促

進する効果が認められたものもあったが,多 くの品種では

弱いながらも抗変異原性が認められた。検定した中では,

ヒエの市販品やキビ (いずれも市販品)の活性力塙かった。
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ツバ及び雑穀類抽出物の DPPHラ ジカル消去活性
の変異
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図 2

図 3 ソバ及び雑穀類抽出物のペルオキシルラジカル消去
活性の変異
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ソバ及び雑穀類抽出物の抗変異性 (AF2使用)の
差異

図5 ソバ及び雑穀類抽出物の抗変異性 (2AA+S9Mix
使用)の差異

これに対し,間接変異源である2AA(+S9Mix)を 用
いた場合 (図 5)に は,AF2を使用した場合と比較して ,

顕著な活性が認められた。′ヽ トムギについてtさ ,活性の強

弱の差はそれはど認められなかったが,ヒ ェ,ソ バについ

ては顕著な差異が認められた。

これら抗変異原性とポリフェノール量,ソ バ及びヒエの

場合には抗酸化物質含量との間には,有意な相関関係は認

められなかった。

4 ま

ツパ及びその他雑穀類のポリフェノール量及び組成,ラ
ジカル消去活性 ,抗変異原性には,いずれも変異が認めら

れることが明らかとなった。ただし,抗変異原性とポリフェ

ノール量,ラ ジカル消去活性との間には有意な関係は認め

られず,活性に寄与している成分の特定,さ らには種子内

の局在性についても調査することが必要と考えられる。
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